
 
 

（１）岩﨑 拓哉 

【所属等】株式会社ＩＴスタイル 代表取締役社長 

【意見】 

（1）職場における受動喫煙の現状とそれを踏まえた対策の必要性について 

職場の受動喫煙対策について議論が活発になる中、事務所や工場など、直接サービ

スを提供しない職場の禁煙化はコンセンサスが得られそうに感じます。ただ、飲食

業などのサービス業においては従業員の健康よりも経営面が優先されている実態

があり、売上高減少を理由に禁煙化を躊躇する例が多く見られるようです。サービ

ス業・事務所など、働く場所を問わず全ての従業員が受動喫煙から同等に保護され

る必要があると考えます。私は昨年から愛知県の「飲食店における訪問調査受動喫

煙防止対策実施状況調査」と「禁煙飲食店普及モデル事業」に携わり、現場訪問も

含めた取り組みの中で多くの飲食店で禁煙営業が売り上げに影響を与えないこと

を把握してきました。愛知県などの取り組みを一例に、飲食店の禁煙化が求められ

ていることをお伝えできればと思います。 
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